
令和 4年第 1回石狩市下水道事業運営委員会会議録 

 

開催日時 ：令和 4年 11月 25日（金）14：00～ 

開催場所 ：石狩市役所 本庁舎 5階 第 1委員会室 

出席者  ：堂柿栄輔会長、小笠原紘一副会長、細谷准一委員、福士康子委員、鎌田憲一委員、 

南修二委員、渡邉隆之委員、滝本澄子委員、西淳子委員 

事務局  ：松田裕水道担当部長、天池憲治下水道課長、田中光枝主査、池端進主査、木谷英人主査 

傍聴者  ：1名 

  

 

【14時 00分 開会】 

 

１ 開会 

 

２ 委嘱状交付（机上交付） 

 

３ 部長挨拶 

 

４ 委員及び事務局の職員の紹介、会議の成立及び会議の公開の報告 

 

５ 議事 

（１） 会長副会長の選出 

 

・ 事務局提案について了承され、事務局案（会長 堂柿栄輔氏 副会長 小笠原紘一氏）を提

示。全員異議なく案のとおり決定。 

・ 堂柿会長より、議事録の作成方法について「要点筆記」の提案があり、全員異議なく提案の 

とおり決定。 

 

（２） 「石狩市下水道事業の概要」について（資料説明：木谷主査） 

 

【小笠原副会長】 資料 No.1の図面。３ページと４ページについて、石狩市は分流式下水道という

説明があったが、図の４の方で汚水が公共桝を通過した後、「下水道管」に入るとあ

る。これは分流式でも「下水道管」と言うのか。「汚水管」とは違うのか。 

 

【木谷主査】この図の表現の仕方が悪かったです。「汚水管」になります。 

 

【小笠原副会長】わかりました。もう１点。１８ページに設置基数と管理基数の差が１９基あり、

個人の浄化槽の管理委託を受けたという説明があったが、例えば、施設の故障とか改

造、あるいは取り換えるといった時は、それは個人の方がやることになるのか。 

 

【木谷主査】排水設備は別として、浄化槽については全て市の方で維持管理をしています。 

更新もそのような形でやります。 



【小笠原副会長】個人設置分の浄化槽については管理を委託された段階で、財産も市に移管された

ということか。 

 

【木谷主査】そうです。 

 

【小笠原副会長】では、実際に市の管理ということであれば、現段階では管理基数ということにな

るのですね、財産も含めて。設置基数というのは、市が直接設置したものであって、

そのほかに個人設置のものが十何基かあると。それも財産は市に譲渡されているとい

うことですね。わかりました。 

 

（３）「令和３年度決算」について（資料説明：田中主査） 

   

・ 質疑なし 

 

 （４）個別排水処理施設整備事業の公営企業会計適用などについて（資料説明：田中主査） 

 

【小笠原副会長】個別排水処理施設整備事業が、特別会計ではなく、公営企業会計を適用した場

合、一般会計からの繰出基準の条件を超えた場合どうするのか。収支が合わない場合

は料金の改定という方に持って行くのか。 

 

【田中主査】令和２年度に「特定環境保全公共下水道事業」を企業会計化したときにも、足りない

分を補填する形で一般会計に繰入していただいている。個別排水処理施設整備事業も

同様に採算が合わない事業なので、その分を加味して繰入してもらえるよう財政部局

と協議している。 

 

【小笠原副会長】一般会計との関係は良いが、総務省はそれを許してくれるのか。総務省は公営企

業会計を適用した場合、一般会計からの繰入基準の上限をある程度抑えるはずで、そ

の差額のどうしようもないところは料金を改定しろと言ってくると思うが、その辺の

動きはまだないか。 

 

【松田部長】国からは、公営企業会計に移行しなければ、一連の支援を制限するような縛りはかけ

て来ているものの、これに付随して料金を値上げに言及するようなシビアな話までは

現時点では来ていません。 

今日の話、本当に難しくて、恐らく皆さん何のことだろうというのが本音かと思い

ます。そういう意味では説明の仕方や資料の出し方も含めて、反省しております。 

今回の話は、公営企業会計というのは一般的な現金の取引だけでなく、発生主義に

基づいての経費の取り扱いを整理することで、経営状況をできる限り正確に見えるよ

うにしなさいということで、今この事業がどういう経営状況になっているのかという

ことを、客観的にできるだけ多くの方にご理解いただき、それで今後どうしようかと

いう話をしていけるように、こういうルールを適用しましょうということだと理解し

ております。 

先程お話しした通り、令和６年度の段階で、正式に経営状況を分析した中でその状



況によってはその先の料金をどうするかということについて提案することがあるかも

しれませんが、その中ではもう少しわかりやすく、なおかつ深い議論ができるように

我々としても準備していきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

６ 閉会 

 

  ・ 堂柿会長より運営委員会散会の宣言 

 

【15時 00分 閉会】 

 

 

令和 4年 12月 19日 会議録確認済み 

 

石狩市下水道事業運営委員会     

  

  

会 長     堂柿 栄輔       

 

           


